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和
歌
山
別
街
道
は
、
現
在
の
松
阪
市
飯
南
町
粥
見
で
和
歌

山
と
松
阪
を
結
ぶ
和
歌
山
街
道
か
ら
分
岐
し
、
櫛
田
川
を

渡
っ
て
対
岸
の
船
戸
か
ら
多
気
町
の
丹
生
、
そ
し
て
玉
城
町

の
田
丸
へ
と
向
か
う
街
道
で
あ
る
。

途
中
、
街
道
は
野
中
で
熊
野
街
道
と
、
田
丸
で
は
伊
勢
本

街
道
と
合
流
し
、
伊
勢
参
宮
の
道
と
し
て
多
く
の
旅
人
が
利

用
し
た
。

和
歌
山
街
道
が
、
江
戸
期
、
紀
州
藩
の
本
城
と
東
の
領
地

で
あ
る
松
阪
城
と
を
結
ぶ
道
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
街
道

は
、本
城
と
田
丸
城
（
現
在
の
玉
城
町
）
を
結
ぶ
道
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
街
道
を
粥
見
か
ら
田
丸
に
至
る
ま
で
の
道
と

捉
え
る
な
ら
ば
和
歌
山
別
街
道
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
が
、

高
見
峠
を
こ
え
て
伊
勢
に
向
か
う
参
宮
の
ル
ー
ト
と
捉
え
る

な
ら
ば
、
伊
勢
北
街
道
（
＝
初
瀬
街
道
）、
伊
勢
本
街
道
と
並

ん
で
伊
勢
南
街
道
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
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名張市 伊賀市

津　市

大台町

大紀町
多気町 度会町

松阪市

奈良県

（1）（1）

（2）（2）

（3）（3）

（4）（4）
（5）（5）

（6）（6）（7）（7）

伊勢本街道伊勢本街道

和歌
山街
道

和歌
山街
道

和歌
山別
街道

和歌
山別
街道

伊
勢
街
道

伊
勢
街
道

大黒田大黒田

桂瀬桂瀬

辻原辻原

小片野小片野
大石大石

横野横野

粥見粥見

下滝野下滝野
宮前宮前赤桶赤桶

栗野栗野

富永富永七日市七日市

乙栗子乙栗子

加波加波
桑原桑原波瀬波瀬

落方落方

舟戸舟戸

大河内大河内

紀
勢
自
動
車
道

紀
勢
自
動
車
道

まつさかまつさか

近鉄山田線

近鉄山田線

伊
勢
自
動
車
道

伊
勢
自
動
車
道

J
R
紀
勢
本
線

J
R
紀
勢
本
線

和歌山街道和歌山街道

伊勢本
街道

伊勢本
街道

熊
野
街
道

熊
野
街
道

波瀬
粥見粥見

野中野中
松阪松阪

43 42

紀州藩の本城と田丸城を結ぶ道

和歌山別街道

◆
目
次

和
歌
山
別
街
道
の
概
要
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40
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歌
山
別
街
道
の
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ー
ト
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�
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中
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谷
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（3）
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谷
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（4）
丹
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（5）
古
江
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（6）
朝
柄
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�
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（7）
桜
峠
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�
�
58

歩く速さで見えてくるものがある。
歩くからこそ出会うものがある。
いにしえの旅人の速さで、視点で
歴史の道をたどってみよう。



45 44

約 700 ｍ

約 550 ｍ

  
街道は柿
畑の中を

行く。

外
城
田
川

熊野街道

8 経塚跡
現在野中の墓地。平安末期
の和鏡が出土。 7 西外城田神社

6 道標
野中の集落西部の
分岐点。「右よしの
かうやみち　左さ
いこく道　すくさ
んくう道」と刻まれ
ている。

5 野中を行く街道

4 眠り地蔵
永昌寺境内。昔、
ある旅人が、大名
行列を迎えて土
下座している途
中で、いねむりを
してしまい、無礼
であると斬殺さ
れた。人々はそれ
を哀れみ、地蔵を
墓地に祀って霊
をなぐさめたと
いう悲しい民話
がある。

3 逆さ桜の碑
永昌寺境内。昔、西行法師が
参宮の途中、ここに桜の杖
を突き刺したらそれがその
まま生えたという逆さ桜伝
説が残る。

2 大日堂
永昌寺東隣。

1 永昌寺
慶長10年（1605）建立の古
刹。

10 四神田を行く街道

9 道標地蔵
「よしの道」と刻まれて
いる。

8

7

6

5

4321

10

9

(1)野中
 （多気町野中～四神田）



47 46

約 6
00 ｍ

約 2
000
ｍ

JR 紀
勢本
線

佐奈川

佐奈
駅

かつてこの
辺りに旅人送迎
の馬や駕籠の屯

所があった。

9 道別れ地蔵 8 須麻留売神社石
柱

7 珊瑚寺山門
多気町指定文化財

5 佐那神社

4 道標
民家の軒下に西面
して立っている。

3 大師坐像と地
蔵
弘法井戸のとな
り。

2 弘法井戸
民家の前の四辻。二つ井戸
があったことから「ふたつ
いど」と呼ばれている。

1 仁田を行く街道

14 普賢寺
国指定重要文化財の普賢菩
薩座像が安置されている。

13 常夜燈
馬頭観音を過ぎた
ところ。

12 馬頭観音
前村入口の山沿いの小祠の
中にある。 11 前村を行く街道 10 平谷を行く街道

6 鉾杉

8

7

5

4

32

1

14

13
12

11

10

6

9

(2)平谷
 （多気町仁田～前村）



49 48

約 1150 ｍ

長谷川
八王子川

JR
紀
勢
本
線

伊
勢
自
動
車
道

12 山の神二基
集落西端。

10 近長谷寺
本堂は県指定文化財。本尊
は、木造十一面観音。国指
定重要文化財。伊勢西国
三十三所観音霊場第11番札
所。

9 近長谷寺参道
約700mの急峻な切り通し。

6 地蔵塚
近長谷寺の参道。

7 山の神
近長谷寺の参道。

8 やれやれ石
近長谷寺の参道。

5 道標
長谷集落の中央で、近長谷
寺に至る道が右に分岐した
入口。「長谷観音道是より五
丁　丹生へかけぬけ　すぐ
さんぐうミち」と刻まれい
る。

4 長谷を行く街道

3 道標地蔵
三叉路の東角。「右
いせ　左あふかみ
ち」と刻まれてい
る。近年まで頭部
がなく、首欠け地
蔵と呼ばれてい
た。昔、盗賊に追わ
れた旅人の身代わ
りとなったという
伝説がある。現在
は、頭部の形をし
た石が据えられて
いる。

2 弘法大師像
昭和初期まで、傍
らから清水が湧き
出ており、村人の
喉を潤していた。

1 山裾を行く街道

11 近津長谷城跡

13 縁切り地蔵
馬宝殿。そばに10基ほど
一石五輪が集められてい
る。

12

10

11

9

6
7

8

5

4

3

2

1

13

(3)長谷
 （多気町前村～丹生）



51 50

この部分は
53ページを
ご覧ください

約 700 ｍ

約
11
50
ｍ

櫛
田
川

八王子川
丹
生
川

17 水銀坑
鳴谷の奥。

14 本楽寺
快楽園は多気町指定文化
財。

13 西導寺
絹本著色法然上人絵伝は国
指定重要文化財。

12 丹生大師前の街道

11 弘法井戸
宝形造の覆屋。

10 大師の湯
湯は、冷泉。神経痛、リウマ
チ、高血圧などに効能があ
るといわれる。

9 道標
大師仁王門付近。「左
よしのかうや道　右
いせさんぐうみち」と
刻まれている。

8 丹生神社
晴雨を祈る農耕神で天照大
神の妹丹生津姫命。伊勢椿
の原木は多気町指定天然記
念物。

7 神宮寺
本堂・護摩堂・仁王門等は多
気町指定文化財。伊勢西国
三十三所観音霊場第12番札
所。

5 丹生大師
弘法大師が諸国巡行の際に
この地に立ち寄り完備した
と伝えられる七堂伽藍があ
り、自作の大師像も安置さ
れている。多気町指定文化
財。

4 常夜燈
貞亨年間（1684～
1689）のものであ
るとされる。

3 六地蔵石幢
文明年間（1469～1486）の
ものであるとされる。

2 道標
長谷坂への新道の
四叉路。「すくまつ
さかみち　右いせ
ミち　左よしのか
うや道」と刻まれ
ている。

1 馬宝殿
長谷峠から丹生に向かって
下りてきた所。谷水田が広
がる。

16 橋本鷄二句碑 15 長谷川素逝句碑

6 山口誓子句碑

17

14

13

12

1110
9

8

7 5

43

2

1

1615

6

(4)丹生・A
 （多気町丹生）



53 52

この部分は
50ページを
ご覧ください

約 700 ｍ

約
11
50
ｍ

櫛
田
川

八王子川
丹
生
川

14 立梅用水
庄屋西村家と長谷川家が主
唱して完成。用水路の堤防
部分は、お馬道と呼ばれ、
馬で巡見できた。文政6年
（1823）に竣工した。

13 おかね淵・行者岩・地
蔵淵
赤みを帯びたごつごつした
岩崖。櫛田川両岸。

12 線刻地蔵菩薩碑
立梅用水堰工事の供養碑。
片麻石の自然石に地蔵菩
薩像が刻まれている。南無
阿弥陀佛碑の横。

11 南無阿弥陀佛碑
立梅用水堰工事の供養
碑。「南無阿弥陀佛」と刻
まれている。

10 常夜燈
宝篋印塔のそば。

9 真紹僧都御廟の
碑
宝篋印塔のそば。

8 南花首なし石仏群と同
類の大師像
宝篋印塔の下。

7 宝篋印塔
地蔵寺の遺物で寛永年中に
移設。塔の下に数体の南花
首なし石仏群と同類の大師
像が安置されている。

6 道標
細世古の下の道との合流点
にある集会所の庭。「すぐさ
んぐう道」。指の形が刻まれ
ている。

5 香念寺
真宗高田派。寺の裏には首
無しの石像大師像がある。

4 長谷川三慶の屋敷跡
丹生神社の社殿造営の功労
者。

3 家なみ

2 西村彦左衛門の旧宅跡
当時、庄屋で立梅井堰の発
起人。

1 道標
「右いせさんくうみち
　左よしのかうやみ
ち」と刻まれている。

14

13

12 11

10987

6

5 4

3

2

1

(4)丹生・B
 （多気町丹生）



55 54

約 1300 ｍ

櫛田川

朝柄
川

糸屋、柳屋、
鍋屋、大西屋、
笠屋などの屋号
が残っている。

東
出
川

床
井
川

松
谷
川

3 五箇篠山城跡
多気町指定史跡

2 古江を行く街道

1 道標
郵便局近くの十字
路。丹生方面と色太
方面の追分。「右柳原
観音」と刻まれてい
る。

7 昌慶寺
十一面観音・地蔵菩薩等が
ある。天保年間に作られた
地獄図・涅槃図がある。

6 朝柄を行く街道

5 大下組
朝柄川沿いにへばりつくよ
うにして立つ集落。

4 勢和郷土資料館

2

1

7

6

5

4

3

(5)古江
 （多気町古江～朝柄）



57 56

約 13
00 ｍ

朝柄川

　
妻入りの

民家が数軒
並んでい

る。

魚
ヶ
谷
川

文
後
川

2 矢坂
まっすぐな登り坂。

1 山村の景観

3 桜峠
旧勢和村と旧飯南町の境。

2 1

3

(6)朝柄
 （多気町朝柄）



59 58

約 1700 ｍ
約 900 ｍ

和歌山
街道

富士見
谷川

櫛田川

　
雑木林に

は、桜・山桜
が点在して

いる

　
　現在、桜橋

がある所に舟戸の
渡しがあった。川に
太い網をはり、それ
でつたい舟を渡し
たと言われてい

る。

1 不動堂
不動橋の近くにある。

4 粥見神社
飯南のほぼ中央に位置す
る。北畠親房の祈詩があっ
たと伝えられている。

3 道標
粥見神社境内の南東にある
自然石の道標。「右さんくう
道　左まつさか道」と刻ま
れている。

2 粥見の町なみ

1

4 3

2

(7)桜峠
 （松阪市飯南町桜峠～粥見）


